




　国土交通省発注　SqCピアキャップ工法採用

『一般国道56号土佐市バイパス　新仁淀川大橋工事』 
　今年1月より施工開始となりました「新仁淀川大橋
工事」は、当社開発の鋼管杭桟橋SqCピアキャップ工
法を採用して頂いた現場です。

S Cピアキ プ工法は 鋼管支持杭に杭頭キSqCピアキャップ工法は、鋼管支持杭に杭頭キャッ
プを配置し、その上に受桁・主桁を設置する桟橋架
設工法で、支間長を長くとることが出来（最大支間長
実績16.0m)、それにより杭本数を大幅に減少させる、
コスト削減・工期短縮をかなえた工法です。勾配や幅
員を自由に調整する事が可能で、特に急峻な地形に
威力を発揮する事から、県内外の多くの現場で採用
されています。
当現場は丸 年存置する為 河川阻害も減少する必

平面図
一般国道56号土佐市バイパス　新仁淀川大橋工事

元請：　 飛島建設株式会社様

発注 国土交通省四国地方整備局 高知河川国道事務所

当現場は丸2年存置する為、河川阻害も減少する必
要が有り、スパン長が13m、杭脚部が不要なSqC工
法が採用頂き、現在1スパン　1.5日にて架設進行中
です。
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 桟 橋： 橋巾6.0m、橋長：130.0m

杭長：13.0m、杭：89本　　　支間スパン長：13.0m
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『平成22-23年度　大和橋下部第2工事』
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平成22-23年度　大和橋下部第2工事

元請：　 第1工区：株式会社ノバック様　　第2工区：梅林建設株式会社様

発注： 国土交通省四国地方整備局 大洲河川国道事務所

 桟 橋： 幅員8.0m、橋長65.0m、杭長31.0m、杭92本　　　支間スパン長：10.0m
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　当現場は、昨年当社が担当致しました「平成21-22
年度　上老松仮設道路設置工事」で施工した区間よ
り継続施工中です。
　新規に架設される大和橋の橋脚構台設置工事に
使用する仮桟橋をSqCピア杭頭キャップ工法にて架
設中です。
上記両現場とも、Ｎ値が50を越える硬質地盤です
が、汚濁濁水や騒音振動の問題も有り、ウォーター
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が、汚濁濁水や騒音振動の問題も有り、ウォ タ
ジェットを使用せず、超高周波可変式都市型バイブ
ロフォンサーのみにて直接支持杭を打設貫入してい
ます。
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